
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党都議団も補聴器補助条例を提案 

区市町村の

取り組みを

後押し‼ 

日本共産党 北区議会議員 

せいの恵子区政レポート 

        http://keiko-seino.com      mail@keiko-seino.com 

 

 

まわりの音や会話している人の声が聞き取りづらいなどの「聴こえ」の問題。補聴器の使用を考えて

いても、精密機械で高価な補聴器は、なかなか購入できないのが実態です。 

「聴こえ」の支援について東京都 23 区の中では、すでに 16 区が踏み出しており、新年度も中野

区、杉並区が実施に前向き。未だ助成制度がないのは、北区を含む数区だけとなっています。 

日本共産党北区議員団は、北区が示す予算案に対して、毎年、組み替え動議を提案、補聴器補助の実

現を求めてきました。また、住民陳情では自民、公明などが「継続審査」の態度を取る中、共産党は「採

択」を主張してきました。 

２月 22 日の北区議会第 1 回定例会において、宇都宮章区議が代表質問で新年度の補聴器購入助成

の実施を区長に求めました。 

区は「補聴器助成については、先行区における制度内容や利用状況なども参考に、対象者や補助金額

などを検討しているところであり、今後は、具体的な制度内容を踏まえた、医師会との協議・調整も進

める」と答弁しました。これからも実現に向け、粘り強く取り組んでいきます。 

№44 2023.3 月号 

日本共産党北区議員団 

〒114-8508 

王子本町 1-15-22 

ご相談は

お気軽に 070-3531-0812 

http://keiko-seino.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     


